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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

荒
れ
た

最
終
日

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
の

最
終
日
は
、
荒
れ
た
議
会
と
な

り
、
午
後
10
時
直
前
に
閉
会
す

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
自
民
党
会
派
が
、
事

前
提
案
と
い
う
従
来
の
ル
ー
ル

を
破
り
、
急
施
（
き
ゅ
う
し
）
を

要
す
る
案
件
と
し
て
、「
国
会
に

お
け
る
憲
法
論
議
に
つ
い
て
の

意
見
書
」
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
取

り
扱
い
を
巡
っ
て
で
し
た
。

当
初
は
、
こ
の
意
見
書
に
慎

重
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
公
明

党
会
派
が
、
修
文
を
求
め
て
賛

成
に
転
じ
、
私
た
ち
民
主
・
道
民

連
合
議
員
会
と
日
本
共
産
党
会

派
は
反
対
、
一
方
北
海
道
結
志

会
は
退
席
し
て
賛
否
に
加
わ
ら

な
い
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

急
施
と
し
て

提
案
？

私
た
ち
は
、
「
こ
れ
が
急
施

（
き
ゅ
う
し
）
を
要
す
る
案
件

な
の
か
」「
こ
の
意
見
書
が
道
民

生
活
に
必
要
な
も
の
な
の
か
」

「
ど
の
よ
う
に
憲
法
を
変
え
る

議
論
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
」
な
ど
、
提
案
に
対
す
る
質

疑
を
行
い
意
見
書
に
反
対
の
討

論
も
行
い
ま
し
た
が
、
自
民
党

及
び
公
明
党
会
派
の
賛
成
多
数

で
可
決
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
来
意
見
書
は
、
全
会
一
致

を
基
本
と
し
て
お
り
、
道
民
の

間
で
も
賛
否
が
分
か
れ
て
い
る

案
件
を
緊
急
か
つ
強
引
に
採
決

す
る
こ
と
は
、
議
会
制
民
主
主

義
に
反
す
る
も
の
で
す
。

立
憲
主
義
に
も

反
す
る

日
本
国
憲
法
で
は
、
主
権
者

を
国
民
と
規
定
し
、
国
家
権
力

が
暴
走
し
な
い
よ
う
に
厳
し
く

制
限
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
立
憲
主
義
の
精
神
な
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
見

書
を
内
閣
に
提
出
す
る
こ
と
自

体
が
立
憲
主
義
に
反
し
て
お
り
、

認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の

で
す
。

こ
の
春
の
道
議
選
に
お
い
て
、

１
０
０
名
の
定
数
の
う
ち
53
名

の
議
席
を
獲
得
し
た
自
民
党
会

派
は
、
道
議
会
に
お
い
て
も
数

の
力
で
強
引
な
議
会
運
営
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
は
目
に

余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

道
新
社
説
で

異
論

10
月
６
日
の
北
海
道
新
聞
の

社
説
で
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
（
抜
粋
）。

『
北
海
道
新
聞
が
７
月
に
行

っ
た
全
道
世
論
調
査
で
は
改
憲

不
要
派
が
58
％
と
、
改
憲
派
の

37
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
意

見
書
が
民
意
を
反
映
し
て
い
る

と
は
到
底
言
え
な
い
。
し
か
も
、

全
会
一
致
で
可
決
す
る
意
見
書

の
原
則
を
破
っ
て
自
公
が
押
し

切
っ
た
。
こ
れ
で
は
道
民
の
分

断
を
招
く
だ
け
で
あ
る
。』

憲法意見書可決
数の暴挙、道議会でも！

自民会派は喫煙室設置

「喫煙室は設置しないで…」

など、多くの道民の声を無視

し、自民党会派は道議会新庁舎

に喫煙室設置を 10 月 4 日の

議員総会で決めました。

自民党会派以外は、設置しな

いことをすでに決めており、自

民党会派の動向が注目されて

いましたが、会派内のアンケー

ト調査により、設置賛成が６割

を占めたとのことで、設置する

こととしたのです。

しかし、北海道医師会の長瀬

清会長などは批判を強めてお

り、私たちも道議会の総意とし

て、設置しないように求めてい

かなければなりません。
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１
０
３
億
円
を
補
正

鈴
木
知
事
は
、
補
正
予
算
案

と
し
て
、
一
般
会
計
に
１
０
０

億
１
５
０
０
万
円
、
特
別
会
計

に
３
億
３
５
０
０
万
円
を
追
加

提
案
し
、
合
計
１
０
３
億
５
０

０
０
万
円
の
補
正
額
と
な
り
ま

し
た
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
来
春

か
ら
の
新
千
歳
空
港
発
着
枠
拡

大
関
連
で
１
０
５
０
万
円
、
胆

振
東
部
地
震
の
被
災
三
町
が
行

う
営
農
用
水
施
設
改
修
事
業
に

１
１
億
４
６
０
０
万
円
、
来
年

４
月
に
開
校
す
る
「
道
立
北
の

森
づ
く
り
専
門
学
院
」
の
設
備

整
備
で
３
億
５
５
０
０
万
円
、

知
的
障
が
い
者
養
護
学
校
校
舎

の
狭
隘
化
の
解
消
を
図
る
た
め
、

札
幌
や
美
唄
、
北
見
の
特
別
支

援
学
校
の
施
設
整
備
に
６
１
０

０
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

知
事
の
思
い
伝
わ
ら
ず

わ
が
会
派
の
代
表
質
問
で
は
、

知
事
に
対
し
、
国
と
の
関
係
を

質
問
。
国
の
職
員
３
名
を
道
幹

部
職
員
に
発
令
す
る
こ
と
は
、

ま
さ
に
国
追
従
型
道
政
に
な
る

と
の
危
惧
を
示
し
ま
し
た
が
、

知
事
答
弁
か
ら
は
、
自
立
に
向

け
た
強
い
意
思
を
感
ず
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
高
橋
道
政
の
事
業
再

評
価
や
次
期
北
海
道
創
生
総
合

戦
略
に
つ
い
て
も
質
し
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
の
答
弁
で
も
総
花

的
な
課
題
認
識
で
あ
り
、
新
た

な
政
治
姿
勢
や
考
え
方
は
見
え

ず
、
財
政
運
営
も
従
来
の
取
り

組
み
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
第
２
回
定
例
会
の

政
策
補
正
予
算
で
提
案
さ
れ
た

重
点
政
策
「
ほ
っ
か
い
ど
う
応

援
団
会
議
」
に
つ
い
て
は
、
再
三

に
わ
た
り
目
的
な
ど
を
問
い
ま

し
た
が
、
道
の
主
体
性
が
発
揮

さ
れ
て
お
ら
ず
、
政
策
的
目
標

や
同
会
議
の
役
割
な
ど
も
明
ら

か
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

認
識
薄
い
福
祉
政
策

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

の
対
象
で
あ
り
な
が
ら
、
手
続

上
、
無
償
化
と
な
ら
な
い
事
案

へ
の
対
処
に
つ
て
は
、
手
続
き

の
説
明
会
の
開
催
や
当
該
施
設

に
対
し
て
速
や
か
な
届
出
の
周

知
を
行
っ
た
と
の
答
弁
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
虐
待

根
絶
に
つ
い
て
は
、
業
務
経
験

に
応
じ
た
階
層
別
研
修
の
実
施

に
よ
っ
て
職
員
を
育
成
し
て
い

く
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

幌
延
問
題
で
は
誠
意
な
し

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

か
ら
の
三
者
協
定
に
基
づ
き
、

研
究
期
間
を
２
０
年
程
度
と
し

た
当
初
計
画
の
変
更
に
関
す
る

事
前
協
議
の
申
し
入
れ
が
道
と

幌
延
町
に
行
わ
れ
た
問
題
で
は
、

三
者
協
定
の
遵
守
を
前
提
に
申

し
入
れ
内
容
を
精
査
す
る
と
の
、

誠
意
の
な
い
答
弁
で
し
た
。

米
国
協
定
も
試
算
せ
ず

北
海
道
が
大
き
な
影
響
を
受

け
る
日
米
貿
易
交
渉
に
つ
い
て

は
、
第
２
回
定
例
会
に
引
き
続

き
、
影
響
額
を
試
算
し
、
適
時
的

確
な
対
策
を
講
ず
る
よ
う
求
め

ま
し
た
が
、
国
に
対
し
て
丁
寧

な
情
報
提
供
を
求
め
る
と
い
っ

た
、
こ
れ
ま
で
の
答
弁
を
繰
り

返
し
た
だ
け
で
し
た
。

カ
ジ
ノ
、
年
内
に
判
断

カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
施
設
の

誘
致
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判
断

基
準
が
未
だ
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
道
は
、
Ｉ

Ｒ
誘
致
に
偏
向
し
た
資
料
を
一

方
的
に
公
開
し
、
道
民
の
意
向

を
調
査
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
誘
致
の
判
断
に
つ
い

て
は
、
年
内
に
行
う
と
明
言
す

る
な
ど
、「
道
民
目
線
で
の
判
断
」

と
し
た
選
挙
時
の
約
束
が
揺
ら

ぎ
始
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
様
々
な
課
題
に
対

し
、
鈴
木
知
事
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
が
、
知
事
か
ら
は
、
第
２

回
定
議
会
同
様
、
全
て
の
し
が

ら
み
を
捨
て
、
大
胆
な
道
政
執

行
の
展
開
に
向
け
た
考
え
方
が

示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
日
米
貿
易
協
定
に
関
す
る
決

議
●
国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議

に
つ
い
て
の
意
見
書
（
自
民
党

発
議
。
民
主
・
共
産
会
派
は
質
疑

及
び
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た

が
、
自
民
党
及
び
公
明
党
会
派

の
賛
成
（
北
海
道
結
志
会
は
退

席
）
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
）

●
診
療
報
酬
を
引
き
下
げ
ず
、

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
●
北
方
領
土
問
題
の

解
決
促
進
等
に
関
す
る
意
見
書

●
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
自
動
認
可

運
賃
及
び
公
定
幅
運
賃
の
早
期

改
定
認
可
を
求
め
る
意
見
書
●

地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
意
見

書
●
「
北
海
道
に
お
け
る
持
続

的
な
鉄
道
網
の
確
立
」
へ
の
対

応
を
求
め
る
意
見
書

第
三
回
定
例
道
議
会
報
告
（
９
月
10
日
～
10
月
４
日
）

第３回定例会で可決された補正予算
単位：千円

一般会計 特別会計 合 計

当初予算額 2,860,949,515 1,139,330,245 4,000,279,760

今回補正額 10,014,746 335,855 10,350,601

合 計 2,870,964,261 1,139,666,100 4,010,630,361
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↑
朝
日
水
力
発
電
所
建
設
を
北
海

道
企
業
局
に
要
請
（
７
月
11
日
）

士別市が参加したオータムフェスト（9 月 24 日）

↓
北
海
道
て
ん
菜
振
興
自
治
体
協

議
会
か
ら
の
要
請
（
７
月
11
日
）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
７
月
～
９
月
）

戦争をさせない士別市民集会（8 月 7 日）幌加内町の新そば祭り（8 月 31 日）

「風っこ そうや」号のお出迎え（9 月 8 日）高校生津波サミット in 北海道（9 月 10 日）

きたごりんファームでの稲刈り作業（9 月 15 日）つくも水郷公園「池の水浄化大作戦」（9 月 28 日）

和寒町が参加したオータムフェスト（9 月 24 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
７
月
～
９
月
分
）

◆
７
月
６
日
【
ア
ジ
ア
交
流
少
年

サ
ッ
カ
ー
士
別
大
会
】
▼
今
年
で

３
回
目
と
な
る
ア
ジ
ア
交
流
少

年
サ
ッ
カ
ー
士
別
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
の
大
会
に
は
、
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
40
名
が
参
加
、
さ

ら
に
士
別
市
の
ほ
か
近
隣
チ
ー

ム
も
参
加
し
、
全
体
で
１
２
０

名
に
よ
る
大
会
と
な
っ
た
▼
今

回
の
大
会
で
は
、
年
齢
に
よ
り

２
つ
の
リ
ー
グ
戦
で
行
い
、
９

歳
か
ら
12
歳
ま
で
は
士
別
市
の

サ
フ
ォ
ー
ク
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、

９
歳
以
下
で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ア

ミ
テ
ィ
エ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
及

び
３
位
に
輝
い
た
▼
閉
会
式
で

は
、
各
チ
ー
ム
の
優
秀
選
手
に

記
念
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

そ
し
て
全
員
で
記
念
撮
影
し
て
、

再
会
を
約
束
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
８
月
８
日
【
鷹
栖
町
町
制
施
行

50
周
年
】
▼
鷹
栖
町
の
町
政
施

行
50
周
年
記
念
式
典
及
び
鷹
栖

地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
式
典
に
出
席
▼
式
典

の
冒
頭
に
鷹
栖
町
の
基
礎
を
築

い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
黙
と

う
を
捧
げ
、
鷹
栖
中
学
校
の
７

名
が
町
民
憲
章
を
朗
唱
。
そ
の

後
、
谷
寿
男
町
長
の
式
辞
と
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
鷹
栖
町

の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ

ん
へ
の
表
彰
者
を
紹
介
。
そ
し

て
50
年
を
振
り
返
る
記
念
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
を
拝
見
し
、
住
民

セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
祝
う
く
す
玉
を
割
り
、
木

下
忠
行
議
長
の
結
び
の
言
葉
で

式
典
を
終
了
し
た
。

◆
８
月
28
日
【
上
富
良
野
町
長

か
ら
の
要
請
】
▼
上
富
良
野
町
の

向
山
富
夫
町
長
か
ら
、
令
和
２

年
度
北
海
道
に
対
す
る
重
点
要

望
を
お
受
け
し
た
▼
こ
の
要
望

書
で
は
、
農
地
防
災
対
策
の
推

進
や
十
勝
岳
の
自
然
環
境
保
全

に
資
す
る
施
設
整
備
の
促
進
、

旭
川
十
勝
道
路
の
整
備
促
進
、

道
路
や
河
川
の
整
備
促
進
、
十

勝
岳
火
山
噴
火
対
策
と
安
全
対

策
、
過
疎
法
適
用
外
の
小
規
模

町
村
へ
の
支
援
な
ど
▼
ま
た
意

見
交
換
で
は
、
農
地
の
基
盤
整

備
と
と
も
に
、
担
い
手
の
確
保

や
小
規
模
農
家
へ
の
経
営
の
確

立
な
ど
の
必
要
性
に
つ
い
て
も

お
話
し
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
９
月
23
日
【
士
別
に
コ
ラ
ッ

セ
夏
学
校
】
▼
福
島
県
川
内
村
の

小
学
生
10
名
（
５
年
生
５
名
、

４
年
生
５
名
）
及
び
引
率
者
５

名
を
士
別
市
に
お
招
き
し
、「
士

別
に
コ
ラ
ッ
セ
夏
学
校
」
が
開

校
さ
れ
た
▼
２
０
１
１
年
の
福

島
原
発
の
事
故
に
よ
り
、
外
出

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

川
内
村
の
子
ど
も
た
ち
に
思
い

っ
き
り
外
で
遊
ん
で
も
ら
お
う

と
士
別
市
が
招
待
し
、
今
年
で

９
回
目
の
開
校
だ
▼
現
在
川
内

村
で
は
、
村
に
戻
る
政
策
を
進

め
て
い
る
が
、
川
内
小
学
校
の

在
校
生
徒
は
39
名
で
、
少
人
数

教
育
で
授
業
を
進
め
て
お
り
、

大
規
模
校
で
の
授
業
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
、
士
別
南
小
学

校
で
の
共
同
授
業
が
実
施
さ
れ

た
▼
川
内
村
の
児
童
を
代
表
し

た
遠
藤
結
さ
ん
（
５
年
生
）
は
、

「
士
別
市
の
友
だ
ち
と
た
く
さ

ん
お
話
を
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
ら
れ
た
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp
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h

i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
ベ
ス
ト
８
進
出
を
決
め
た
日

本
チ
ー
ム
が
、
多
く
の
感
動
を

呼
ん
で
い
る
▼
ラ
グ
ビ
ー
で

は
、
日
本
国
籍
を
取
得
し
て
い

な
く
て
も
一
定
の
条
件
で
外
国

人
が
日
本
代
表
に
な
れ
る
の

だ
。
現
在
、
日
本
代
表
31
名
中

15
名
が
外
国
出
身
の
選
手
で

あ
る
。
こ
れ
が
伝
統
あ
る
ラ
グ

ビ
ー
の
歴
史
な
の
だ
ろ
う
▼
国

や
宗
教
、
性
別
、
障
が
い
の
有

無
な
ど
に
関
係
な
く
、
多
様
性

が
求
め
ら
れ
る
社
会
を
創
る
こ

と
が
、
世
界
に
認
め
ら
れ
る
国

家
に
な
る
と
私
は
思
っ
て
い

る
。

（
ゆ
う
こ
う
）

アジア交流サッカー士別大会で全選手による記念撮影

士別にコラッセ夏学校の開校式

鷹栖町町制 50 周年記念式典

向山富夫上富良野町からの要請


